
産
業
再
生
二
法
に
よ
る
リ
ス
■
ス
鴇
川速
　
今
村
幸
次
郎
５‐

改
悪
反
対
の
問
い
を
職
場
・地
域
か
ら
　
生
熊

茂
実
５９

今
日
の
失
業
問
題
生
雇
用
保
障
の
課
題

全
国
各
地
で
特
別
交
付
金
事
業
の
活
用
を

北
海
道

公
的
雇
用
創
出
求
め
る
失
業
者
ネ
ッ
ト

］石

手

失
業
者
の
就
労
保
障
を
市
に
働
き
か
け
る

埼

玉

人
の
姿
が
見
え
る
雇
用
対
策
を
求
め

大

阪

Ｎ
Ｐ
Ｏ
を
立
ち
上
げ
失
業
者
の
雇
用
保
障

大
須
　
員
治

７３

大
槻
　
　
操

８４

佐
藤
　
陵

一　
９２

西
村
　
秀
雄

９６

原
冨
　
　
悟

‐ｏ。

服
部
信

一
郎

‐ｏ４
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海
道
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公
的
雇
用
創
出
求
め
る

失
業
者
ネ
ッ
ト

建
交
労
北
海
道
本
部
委
員
長
　
林
題
順

陵

一

「失
業
者
の
怒
り
で
ガ
ラ
ス
が

一
枚

割
ら
れ
た
ら
、
政
府
は
」『失
対
事
業
』

の
実
施
を
迫
ら
れ
る
」
と
あ
る
職
安
所

長
が
北
海
道
の
失
業
情
勢
の
危
機
的
認

識
を
私
に
述
べ
ま
し
た
。

す
べ

失
業
者
の
増
大
は
一
見
、

「な
す
術

が
な
い
」
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
事
態

を
打
開
す
る
要
と
し
て
労
働
総
研
に
よ

る

「公
的
雇
用
創
出
の
政
策
提
言
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
、
北
海
道
で
も

「提
言
」
の
学
習
と

「
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
の
具
体
化
が
始
ま
っ
て
い

ま
す
。

失
業
者
闘
争
の
現
実
は
悪
戦
苦
闘
の

連
続
で
す
。
同
時
に
、
こ
の
間
の
取
り

組
み
＝
①

「失
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
運
動
の
継
続
、
②

「交
付
金
」

（緊

急
地
域
雇
用
創
出
特
別
交
付
金
）
に
よ

る
就
労
確
保
の
追
求
は
、
自
治
体
独
自

の
就
労
対
策
の
拡
大
を
は
か
り
な
が

ら
、
国
の
責
任
に
よ
る
公
的
雇
用
創
出

を
求
め
る
動
き
な
ど
へ
と
前
進
し
、
新

た
な
変
化
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

「
て
い
ね
い
さ
」
が
重
要
な

失ヽ
業
者

へ
の
働
き
か
け

日
中
も
プ
ラ
ス
の
気
温
に
な
ら
な
い
・

二
月
の
真
冬
日
。

「働
き
た
い
仲
間
の

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク

・
釧
路
」
が
、
四
日

間
、　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
前
で

「求
職
者
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
う
し
た
努
力
は
、
道
内
の
主
要
都

市
で
も
行
わ
れ
、
建
交
労
と
地
域
労
連

の
社
会
的
な
信
頼
を
高
め
て
き
ま
し

た
。

労働運動 2003.4
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釧
路
で
は
、
氏
名
、
住
所
の
記
入
者

六
〇
人

（配
布
四
二
〇
枚
、
回
収

一
一

人
枚
）
に

「相
談
会
」
を
案
内
し
、
当

日
は
一
五
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
と
こ

ろ
が
、
こ
の
相
談
会
で
す
ぐ
仕
事
が
紹

介
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
な
い
の
を
知

る
と
、

「話
が
違
う
」
と
一
〇
人
が
席

を
立
っ
て
帰
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
札

幌
で
も

「す
ぐ
仕
事
が
な
い
の
な
ら
」

と
同
様
の
事
態
が
生
じ
ま
し
た
。
運
動

を
組
織
す
る
側
に
と
っ
て
一
番
つ
ら
い

瞬
間
で
す
。

こ
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
は
失
業
者
闘
争
の

根
本
に
か
か
わ
り
ま
す
。

失
業
者
は

「何
か
よ
い
仕
事
が
な
い

か
」
と
直
接
的
な
要
求
で
参
加
し
ま

す
。
他
方
、
労
働
組
合
は

「
一
緒
に
仕

事
よ
こ
せ
の
運
動
を
し
よ
う
」
と
呼
び

か
け
ま
す
が
、
直
ち
に
仕
事
を
紹
介
で

き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
利
は

「後
日
の
話
」
と
な
り
が
ち
で
す
。

失
業
者
の
困
難
を
反
映
し
、
現
在
は

多
く
の
失
業
者
の

「集
ま
り
」
を
持
つ

こ
と
が
可
能
で
す
。
し
か
し
、
ど
う

一

人
ひ
と
り
の
失
業
者
と
向
き
合
い
、
失

業
者
自
ら
が
団
結
し
、
共
同
で
き
る
よ

う
に
す
る
の
か
、
呼
び
か
け
る
側
の

「
て
い
ね
い
さ
」
が
問
わ
れ
ま
す
。

釧
路
で
は
、
会
場
に
残
っ
た
四
人
は

「失
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
に
登
録
し

ま
し
た
。
担
当
者
は
、

「助
役
に
実
情

を
聞
い
て
も
ら
い
、
緊
急
対
策
を
要
請

し
よ
う
」
な
ど

「集
ま
っ
て
行
動
」
す

る
具
体
的
な
提
起
が
必
要
だ
っ
た
と
総

括
し
て
い
ま
す
。

仕
事
量
に
左
右
さ
れ
る

「
失
業
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」

旭
川
の

「仕
事
を
求
め
る
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク

・
旭
川
」
は
建
交
労
の
職
安
求
職

者

へ
の
呼
び
か
け
で
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。三

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
多
様
な

職
種
の
一
四
人
で
発
足
し
、
現
在
、
六

二
人
が
登
録
し
、
三
二
人
が
働
い
て
い

ま
す
。
こ
の
間
に
二
〇
人
が
再
就
職

し
、
高
齢
等
で
五
人
が
働
く
場
か
ら
引

退
し
ま
し
た
。
事
務
系
、
介
護
ヘ
ル
パ

ー
な
ど
女
性
の
就
労
希
望
は
い
ま
だ
実

現
し
て
い
ま
せ
ん
。

「失
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
呼
び

か
け
た
建
交
労
の
組
織
方
針
は
、
①
会

費
を
集
め
る

（月
額
で
完
全
失
業
中
三

〇
〇
円
、
一雇
用
保
険
受
給
中

一
〇
〇
〇

円
、
就
職
者
は
賃
金
の
二
％
）、
②
幹

事
会

（七
人
）
と
全
員
集
会
の
重
視
、

③
市

へ
の
陳
情
、
交
渉
、
宣
伝
な
ど

「
み
ん
な
で
話
し
合
い
、
み
ん
な
で
行

動
」
の
原
則
、
④
メ
ー
デ
ー
、
年
末
交

流
会
な
ど
労
働
者
の
連
帯
が
重
視
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

「失
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
活
動

を
左
右
し
て
い
る
の
は
や
は
り
仕
事
の

確
保
量
で
す
。
昨
年
は
、

「交
付
金
事

業
」
が
三
件
、
季
節
労
働
者
対
策
事
業
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が
七
件
、
高
齢
者
事
業
団
と
企
業
組
合

を

「受
け
皿
」
に
事
業
委
託
さ
れ
ま
し

た
。
い
ま
だ

「失
業
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
」
へ
の
直
接
的
な
委
託
は
実
現
し
て

い
ま
せ
ん
。

旭
川
の

「失
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

に
と
っ
て
交
付
金
事
業
の
予
算
増
と
公

共
事
業
の
事
業
内
容
の
転
換
は
、
差
し

迫
っ
て
切
実
な
課
題
で
す
。

地
域
経
済
の
再
生
と
結
ん
だ

取
り
組
み
に
発
展

一
月
の
旭
川
職
安
の
求
職
者
は
人
五

〇
〇
人
で
す
。
求
人
の
な
い
高
齢
者
は

求
職
活
動
を
断
念
さ
せ
ら
れ
、
職
安
窓

口
に
は
男
女
と
も
四
〇
代
ぐ
ら
い
ま
で

し
か
来
て
い
ま
せ
ん
。

多
く
の
失
業
者
が
存
在
す
る
な
か

で
、

「
ワ
ラ
を
も
つ
か
む
思
い
」
で
結

集
し
て
い
る
六
二
人
の

「失
業
者
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
は
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ

り
、
ど
の
よ
う
な
今
後
を
描
い
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
三
年
の
活
動
に
よ
っ
て
、
旭
川

市
は
建
交
労
が

「失
業
者
を
組
織
し
て

い
る
」
こ
と
と
認
知
し
、
独
自
予
算
に

よ
る

「季
節
労
働
者
対
策
事
業
」
を
事

実
上
、　
一
般
失
業
者
に
も
拡
大
し
て
き

ま
し
た
。
交
付
金
事
業
の
就
労
制
限
が

実
態
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
も

「合
意
」

さ
れ
た
と
い
え
ま
す
。

建
交
労
旭
川
は
こ
の
間
、

「政
策
提

言
」
に
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「地
域
経
済
の
再
生
と
失
業
者
対
策
の

拡
充
」
を
め
ざ
す

「運
動
体
」
を
立
ち

上
げ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
市
民
的
共

同
を
広
げ
て
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
現
在
は

「交
付
金
事
業
」
の

中
小
企
業
向
け
施
策
に
注
目
し
、
業
者

団
体
と
共
同
で

「公
的
施
設
の
修
繕
工

事
の
分
割
発
注
」
を
求
め
、
零
細
企

業
、
業
者
が
教
育
委
員
会
に
自
ら

「登

録
」
す
る
動
き
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
介
護
ヘ
ル
パ
ー
を
希
望
す
る
失
業

者
の
た
め
に
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ
ス

協
会
を
活
用
し
、
事
業
化
す
る
挑
戦
を

始
め
ま
し
た
。

支
付
金
事
業
を
補
完
し
、

準
ず

る
公
共
事
業
が
拡
大

苫
小
牧
市
で
は

「失
業
者
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
形
を
と
ら
ず
、
建
交
労
と
企

業
組
合
が

一
体
と
な
っ
て
建
設
労
働

者
、
高
齢
者
の
就
労
を
拡
大
し
て
い
ま

す
。
交
付
金
事
業
に
加
え
、
交
付
金
事

業
に
準
ず
る
市
独
自
の
事
業
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

二
〇
〇

一
年
度
は
側
溝
清
掃

（交
付

金
事
業
、
半
年
間
）
に
七
人
、
短
期
の

側
溝
清
掃

（市
費
）
に
二
一
人
が
就
労

し
、
二
〇
〇
二
年
度
は
側
溝
清
掃

（市

費
、
六
人
）、
ト
ラ
フ
清
掃

（新
交
付

金
事
業
、
二
人
）、
歩
道
清
掃

（市
費
、

七
人
）
が
企
業
組
合
を

「受
け
皿
」
に
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委
託
さ
れ
ま
し
た
。

二
〇
〇
三
年
度
は
、
冬
期
就
労
対
策

含
一件
、
市
費
、　
〓

一〇
人
）、
側
溝

清
掃

（市
費
、
七
人
）、
新
交
付
金
事

業
二
件
の
委
託
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。市

費
に
よ
る
独
自
事
業
の
実
施
は
、

技
能
講
習
を
受
講
し
て
い
る
五
〇
代
、

六
〇
代
の
建
設
労
働
者
の
仕
事
が
な

く
、
繰
り
返
し
て
の
実
態
調
査
と
そ
の

結
果
に
も
と
づ
く
対
市
交
渉
の
成
果
で

す
。労

働
組
合
の
執
行
部
は
現
場
労
働
者

が
中
心
で
す
が
、
助
役
交
渉
の
前
日
、

だ
れ
が
何
を
し
ゃ
べ
る
か
と
リ
ハ
ー
サ

ル
が
行
わ
れ
、
大
衆
交
渉
が
大
き
な
力

を
発
揮
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
組
合
事
務
所
に
は
連
日
、

「ま
だ
仕
事
が
出
な
い
の
か
」
と
問
い

合
わ
せ
が
相
次
ぎ
、
交
付
金
事
業
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
状
況
が
い
っ
そ
う

強
ま
っ
て
い
ま
す
。

求
め
ら
れ
る
交
付
金
制
度
の

安
定
化

北
海
道
の
季
節
労
働
者

（冬
期
間
、

循
環
的
に
失
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
建

設
現
場
労
働
者
）
の
長
年
の
運
動
は
、

全
道
で
自
治
体
独
自
の
冬
期
就
労
対
策

を
実
施
さ
せ
て
き
て
い
ま
し
た
。
一雇
用

保
険

（
一
時
金
五
〇
日
）
受
給
後
の
冬

期
失
業
の
生
活
の
支
え
と
し
て
就
労
対

策
が
重
要
で
あ
り
、
機
能
し
て
き
た
と

い
え
ま
す
。

静
内
町
で
は
、
春
先
の
仕
事
が
な

い
、
秋
口
に
も
仕
事
が
切
れ
る
。
そ
の

結
果
、
雇
用
保
険
の
五
〇
日
分
の
受
給

資
格

金
ハ
ヵ
月
、　
一
一
日
以
上
の
就

労
）
が
確
保
で
き
な
い
状
況
が
毎
年
繰

り
返
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
町
は
事
態
を

予
測
し
、
当
初
予
算
で
春
と
秋
の

「
つ

な
ぎ
就
労
」
に
数
百
万
円
を
予
算
化
し

て
き
ま
し
た
。

現
在
、
地
元
の
Ａ
、
Ｂ
ク
ラ
ス
の
建

設
業
者
が
次
々
と
倒
産

・
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
、
Ｃ
ク
ラ
ス
は

「
つ
ぶ
れ
よ
う

が
な
く
、
じ
っ
と
し
て
い
る
だ
け
」
と

い
う
な
か
で
、
建
設
労
働
者
は

「雇
い

止
め
」

「待
機
」
で
就
労
か
ら
排
除
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
な
か
で
滞
留

す
る
失
業
者
対
策
に
と
っ
て
、
交
付
金

事
業
は
唯

一
の
実
効
性
の
あ
る
施
策
で

す
。現

在
、
各
市
町
村
は
森
林
組
合
を

「受
け
皿
」
に
林
業
の
再
生
を
め
ざ
す

「緑
の
公
共
事
業
」
と
し
て
、
建
設
業

か
ら
の
失
業
者
を
吸
収
し
始
め
て
い
ま

す
。
北
海
道
の
基
幹
産
業
の
林
業
を
再

生
し
、
環
境
を
守
る
こ
と
と
失
業
者
対

策
の
両
方
が
結
び
つ
い
て
い
ま
す
。

交
付
金
の
予
算
増
と
制
度
の
安
定
化

は
自
治
体
に
と
っ
て
も
共
通
の
切
実
な

要
求
と
な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

（さ
と
つヽ
　
り
ょ
う
い
ち
）


